
ダイナミックホストコンフィギュレーショ

ンの概要

インターネットアクセスを求めるすべてのホストは、IPアドレスを持っている必要がありま
す。インターネット管理者は、新しいユーザーおよびコンピュータが別のサブネットに移動し

たすべてのユーザーに対して、次の操作を実行する必要があります。

1. 正当な IPアドレスを選択します。
2. アドレスを個々のデバイスに割り当てます。
3. デバイス構成パラメーターを定義します。
4. DNSデータベースを更新し、デバイス名を IPアドレスにマッピングします。

これらのアクティビティは時間がかかり、エラーが発生しやすいため、動的ホスト構成プロト

コル (DHCP)が発生します。DHCPを使用すると、IPアドレスを個別に割り当てる負担から解
放されます。これは、TCP/IPの使用時に必要な設定の量を減らすため、Internet Engineering Task
Force（IETF）によって設計されました。DHCPはホストに IPアドレスを割り当てます。また、
接続しているインターネットネットワークの情報をホストが操作および交換するために必要な

すべてのパラメータを提供します。

DHCPは TCP/IP構成情報をローカライズします。また、DHCPを使用するように構成された
システムに IPアドレスを自動的に割り当てることによって、TCP/IP構成データの割り当てを
管理します。したがって、各ホストを個別に構成しなくても、ホストがインターネットにアク

セスできることを確認できます。

この章は、次の項で構成されています。

• DHCPの仕組み（2ページ）
•リンクとプレフィックス（5ページ）
•シスコプライムネットワークレジストラー DHCP実装（6ページ）
•プレフィックス委任（8ページ）
• DNS更新（9ページ）
• DHCPフェールオーバー（11ページ）
•クライアントクラス（12ページ）
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DHCPの仕組み
DHCPは、デバイス構成をサーバーレベルでグローバルアドレスプールに移行することで、
動的アドレス割り当てを可能にします。DHCPはクライアントサーバーモデルに基づきます。
クライアントソフトウェアはデバイスで実行され、サーバーソフトウェアは DHCPサーバー
で実行されます。

関連項目

サンプル DHCPユーザー（2ページ）

標準 DHCP管理（3ページ）

Leases（4ページ）

スコープとポリシー（4ページ）

サンプル DHCPユーザー
Bethのワークステーション (bethpc)がDHCPで構成された後、次のアクションは、最初に起動
したときに発生します。

1. 彼女の PCはネットワーク上の DHCPサーバーから IPアドレスを自動的に要求します。

2. DHCPサーバーは、IPアドレス、割り当てられたリース時間、その他インターネットを使
用するために必要な構成データを含むリースを提供します。リースされたアドレスを他人

が使用することはなく、彼女の PCでのみ有効です。

3. アドレスのリースが期限切れになる前に、bethpcは、リースを提供したサーバーからリー
ス延長を要求することによってアドレスを更新できます。（通常、このプロセスは、最初

に割り当てられたリース時間が約半分経過した時点で始まります）。これにより、有効期

限が延長されます。リース時間の約 85％ までにリースを更新できない場合、bethpcは、少
し異なる要求の送信を開始して、使用可能なサーバーからリースの更新を試みます。サー

バーに到達できない場合、Bethpcはリース期間が終了するまでリースを使用し続けます。

まとめると、クライアントには 3つの重要な時間があります。

•リース有効期限（Lease Expiration Time）（有効なライフタイム（Valid Lifetime））：
リースの有効期限が切れになるタイミング。これは常にクライアントに明示的に伝達

されます。

• Renewal Time（T1）（更新時期）：リースが許可されたサーバー、または最後にリー
スが延長されたサーバーで、クライアントが更新プロセスを開始できるタイミング。

DHCPv4の更新はユニキャストです。DHCPv6の場合、クライアントは、リースが許
可されたサーバー、または最後にリースが更新されたサーバーを指定します。

更新時期（T1）は、サーバーによって明示的に通知されるか、またはクライアントが
生成します。デフォルトでは、リース時間の 50％ です。
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• Rebinding Time（T2）（再バインド時期）：クライアントが再バインドプロセスを開
始できるタイミング。更新プロセスと似ていますが、単一のサーバーに制限されなく

なりました。DHCPv4の場合、これらの要求はブロードキャストされます（したがっ
て、リレーによってピックアップされ、両方のフェールオーバーパートナーに転送さ

れます）。DHCPv6の場合、クライアントはサーバーを指定しないため、どのサーバー
も応答できます。

再バインド時期（T2）は、サーバーによって明示的に通信されるか、またはクライア
ントが生成します。通常、リース時間の約 87.5％（DHCPv4の場合）または、約 85％
（DHCPv6の場合）です。

4. ベスが別の部署に移動し、PCが別のサブネットに移った場合、現在のアドレスは期限切
れになり、他のユーザーが利用できるようになります。新しい場所で自分の PCを起動す
ると、サブネット上の適切なDHCPサーバーからアドレスがリースされます（下の画像を
参照）。

DHCPサーバーに正しい構成データが存在する限り、DHCPを使用するワークステーションま
たはサーバーの構成が正しく行われなくなります。したがって、トレースが困難な、不適切に

構成されたデバイスやサーバーからネットワークの問題が発生する可能性が低くなります。

図 1 :ホストは IPアドレスを要求します

この例では、異なるサブネット上のアドレスを提供する一連の DHCPサーバーを含む DHCP
プロトコルを示します。アドレスプールの管理をさらに簡単にするために、多くの場合、ネッ

トワークルーターは、中央の DHCPサーバーにクライアントメッセージを転送する DHCPリ
レーエージェントとして構成されます。このサーバーは、サブネットのグループのアドレス

プールで構成されています。

標準 DHCP管理
DHCPを使用するには、ネットワーク上に少なくとも 1つのDHCPサーバーが必要です。サー
バーをインストールした後:

• DHCPサーバーがDHCPクライアントに提供できる IPアドレスのスコープを定義します。
どのアドレスが使用されているか、どのアドレスが使用可能かを追跡する必要はなくなり

ました。

•最初のDHCPサーバーがダウンした場合に、配布を共有したりリースを処理したりするよ
うにセカンダリサーバーを構成します。これは DHCPフェールオーバーと呼ばれます。
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DHCPフェールオーバーの管理の詳細についてはDHCPフェールオーバーの管理、を参照
してください。

Leases
DHCPの最も大きな利点の 1つは、IPアドレスを持つデバイスを動的に構成し、割り当てられ
たアドレスにリースを関連付けることができることです。DHCPは、ネットワーク内でアドレ
スを配布および再利用するための自動化された、信頼性が高く安全な方法を提供するリースメ

カニズムを使用しますが、管理者の介入はほとんど必要ありません。システム管理者は、ネッ

トワークの特定のニーズに合わせてリースポリシーを調整できます。

リースは、スコープと呼ばれるアドレスプールにグループ化され、要求ホストで使用できる

IPアドレスのセットを定義します。リースは予約可能 (ホストは常に同じ IPアドレスを受け取
る)または動的 (ホストは、スコープ内で次に使用可能な未割り当てのリースを受け取る)でき
ます。サイトの DHCPサーバーは、アドレス 192.168.1.100から 192.168.1.199をリースするよ
うに構成されています (下の図を参照)。

スコープに構成されたアドレスよりも多くのネットワークデバイスを使用しない場合は、ネッ

トワークトラフィックと DHCPサーバーの負荷を軽減するために、1 ~ 2週間など、長いリー
ス時間を定義できます。

図 2 : DHCPサーバーからのリースを要求する DHCPホスト

スコープとポリシー

スコープには、サブネットのアドレスのセットと、必要な構成パラメーターが含まれます。動

的アドレス指定を行う各サブネットに対して、少なくとも1つのスコープを定義する必要があ
ります。

ポリシーには、DHCPサーバーがクライアントに通信するリース時間およびその他の構成パラ
メータが含まれます。ポリシーを使用して、要求に応じてDHCPサーバーがクライアントに提
供するDHCPオプションを構成します。ポリシーを使用すると、DHCPサーバーがスコープご
とに個別に指定しなくても、スコープに対して正しいオプションをすべて提供できます (下の
図を参照)。

スコープとポリシーの違いは、スコープには、アドレスに関するサーバー情報 (どのアドレス
が使えなくなっているか、リースを提供する前にクライアントに pingを実行するかどうかな
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ど)が含まれることです。ポリシーには、ローカルDNSサーバーのリース期間やアドレスなど
のクライアント構成データが含まれます。

ポリシーは、サーバー上に複数のスコープがある場合に特に便利です。すべてのスコープまた

は選択したスコープに適用されるポリシーを作成できます。Cisco Prime Networkレジストラー
ポリシー階層は、最も限定的なポリシーから最も具体的なポリシーを定義する方法です。たと

えば、通常は各ポリシーにルーターオプションを指定します。このようなスコープ固有のポリ

シーは、スコープ埋め込みポリシーで定義できます。リース時間を参照するような、より一般

的なポリシーは、システム全体のポリシーに適用できます（「DHCPポリシーの設定」を参
照）。ポリシーの割り当てを処理する拡張機能を作成することもできます（「DHCPサーバー
の動作に影響を与える拡張機能の使用」を参照）。

図 3 :スコープとポリシー

リンクとプレフィックス
明示的な DHCPv6構成オブジェクトは、リンクおよびプレフィックスです。

• Link:1つ以上のプレフィックスを持ち、DHCPv6クライアントにポリシーを適用できる追
加レイヤを追加できるネットワークセグメント。

• Prefix— IPv4のスコープに相当します。プレフィックスに関連付けられたリンクは、別の
プレフィックスではなくリンクの名前を付ける点を除いて、プライマリスコープに似てい

ます。

スコープの場合と同様に、同じ IPv6プレフィックスに対して複数のプレフィックスオブジェ
クトを作成できます。ただし、明示的な開始アドレスと終了アドレスを持つ複数の範囲をサ

ポートするのではなく、プレフィックスは、プレフィックスオブジェクトと同じ長さ、または

長い IPv6プレフィックスである必要がある 1つの範囲のみをサポートします。たとえば、
2001:/64のプレフィックスを 2001::/96の範囲で定義すると、サーバーは 2001:0:0:0:0:0:0:0:0:0
から 2001:0:0:0:0:0:ffffのみアドレスを割り当てることができます。範囲:

• 2の累分に制限される。
•一意である必要があります (別の VPNを除き、他の範囲で複製することはできません)。
•以下で説明するプレフィックスの委任プレフィックスを除き、別の範囲に含めたり含めた
りすることはできません。

•以下で説明するプレフィックスの委任プレフィックスを除き、指定されていない場合は完
全な IPv6プレフィックスです。
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プレフィックスの委任プレフィックスオブジェクトが指定されていない範囲で定義されている

場合、プレフィックス委任プレフィックス以外のプレフィックスが含まれている可能性があ

り、有効範囲は次のいずれかになります。

•同じ IPv6プレフィックスを持つ他のプレフィックスが存在しない場合は、完全な IPv6プ
レフィックス

•同じ IPv6プレフィックスを持つプレフィックスオブジェクトの他のすべての範囲が IPv6
プレフィックスから削除された場合に残るプレフィックス。

リンクを作成するのは、異なる IPv6プレフィックスを持つ複数のプレフィックスオブジェク
トがリンク上に存在する場合だけです。サーバーが設定をロードするときに、プレフィックス

に明示的なリンクがない場合、サーバーはLink-vpn.name/]という名前の暗黙的なリンクを検索
または作成します。同じ IPv6プレフィックスを持つすべてのプレフィックスオブジェクトは、
リンクを指定しないか、同じリンクを明示的に指定する必要があります。

DHCPv6対応サーバーは、DHCPv6の VPNアドレス空間をサポートします。リンクオブジェ
クトとプレフィックスオブジェクトの両方を VPNに割り当てることができます。ただし、リ
ンク上のすべてのプレフィックスは同じ VPN IDを使用する必要があります。現在、DHCPv6
VPNオプションがないため、クライアントまたはクライアントクラスのoverride-vpn属性を使
用して、クライアントに VPNからのアドレスを割り当てることのみが可能です。

関連項目

リンクとプレフィックスの決定

アドレスの生成

委任プレフィックスの生成

プレフィックス安定性

シスコプライムネットワークレジストラー DHCP実装
Ciscoプライムネットワークレジストラー DHCPサーバーは、ネットワーク上のホストに IP
アドレスを自動的に割り当てる信頼性の高い方法を提供します。DHCPクライアント設定を定
義し、Cisco Prime Networkレジストラーデータベースを使用して、クライアント IPアドレス
の割り当ておよびその他のオプションの TCP/IPおよびシステム設定パラメータを管理できま
す。TCP/IP割り当て可能なパラメーターには、次のものがあります。

•ホスト内の各ネットワークアダプタカードの IPアドレス。
•物理 (サブネット)ネットワーク識別子である IPアドレスの一部のサブネットマスク。
•サブネットを他のネットワークセグメントに接続するデフォルトゲートウェイ(ルーター)。
•ドメイン名など、DHCPクライアントに割り当てることができる追加の構成パラメータ。

Ciscoプライムネットワークレジストラーは、DHCPサーバーソフトウェアをインストールす
ると、データベースを自動的に作成します。WEB UIまたは CLIを使用して、DHCPスコープ
とポリシーを定義するときにデータを追加します。
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Cisco Prime NetworkレジストラーDHCPサーバーは、仮想プライベートネットワーク(VPN)お
よびサブネットのアドレスをオンデマンドアドレスプール用のプールマネージャデバイスに

割り当てることもサポートしています。これらの機能の詳細については、以下の項で説明しま

す。

関連項目

バーチャルプライベートネットワーク（7ページ）

サブネットの割り当てと DHCPアドレスブロック

バーチャルプライベートネットワーク

仮想プライベートネットワーク（VPN）では、別々のネットワークの 2つのプールが同じ
DHCPサーバーが使用する同じアドレス空間をプライベートネットワークアドレスを使用し
て保持できます。これにより、貴重なパブリックアドレスを使用しなくても、アドレスリソー

スを節約できます。ただし、これらの VPNアドレスには、他の重複する IPアドレスと区別す
るために特別な指定子が必要です。クライアントと同じ VPN上にない Cisco Prime Networkレ
ジストラー DHCPサーバーは、リースとアドレスをクライアントに割り当てることができ、1
つの VPNから別の VPNにアドレスを区別できます。

Cisco PrimeネットワークレジストラーDHCPサーバーおよび Cisco IOS DHCPリレーエージェ
ントに加えられた変更を通じて、DHCPサーバーは複数の VPN上のクライアントにサービス
を提供できます。VPNは、DHCPサーバーオブジェクトのセットを区別し、他のアドレス空
間にある同じオブジェクトから独立しています。同じアドレスを含む複数の VPNを定義でき
ます。Cisco IOSリレーエージェントで設定されたVPN識別子に基づいてVPNを作成します。

次の図は、一般的な VPN対応 DHCP環境を示しています。DHCPリレーエージェントは、ア
ドレス空間が重複する2つの異なるVPN(青と赤)にサービスを提供します。リレーエージェン
トは、VPNブルーのインターフェイスアドレス 192.168.1.1を持ち、DHCPサーバー 1には
172.27.180.232として知られています。DHCPクライアント 1からの要求を VPNブルーで処理
するサーバーは、クライアントとは異なるネットワークまたはネットワークセグメント上に配

置でき、DHCP Server 2でフェールオーバー構成に入ることができます（「DHCPフェールオー
バーの管理」を参照）。リレーエージェントは、リレーエージェントと Cisco Prime Network
レジストラー管理者の間で調整された、DHCPサーバーへのクライアントアドレス要求の特別
な識別ルートを識別できます(RFC 6607を参照)。DHCPサーバーは、両方の VPN上のクライ
アントに重複する IPアドレスに基づいてリースを発行できるようになりました。
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図 4 :バーチャルプライベートネットワーク DHCP構成

プレフィックス委任
プレフィックスの委任を使用すると、DHCPv6サーバーから要求元デバイスへのプレフィック
スの委任が可能になります。プレフィックス委任は、顧客宅内機器(CPE)デバイスにプレフィッ
クスを割り当てるサービスプロバイダによって使用されます。ISPは、プレフィックスをサブ
スクライバーに委任するためにも使用されます。

操作中に、要求側デバイスに委任する IPv6プレフィックスが DHCPv6サーバーに提供されま
す。要求側のデバイスは、DHCPv6サーバーにプレフィックスを要求します。DHCPv6サー
バーは、委任のプレフィックスを選択し、要求側のデバイスにプレフィックスを付けて応答し

ます。要求側のデバイスは、委任されたプレフィックスを担当します。たとえば、要求元のデ

バイスは、デリゲートされたプレフィックスからそのインターフェイスのいずれかにサブネッ

トを割り当て、そのリンクのプレフィックスの通知の送信を開始できます。各プレフィックス

には有効な有効期間と優先存続期間が関連付けられており、要求側のデバイスがプレフィック

スを使用できる時間の長さに関する合意が構成されます。要求元のデバイスは、デリゲートさ

れたプレフィックスの有効期間の延長を要求でき、プレフィックスの有効期間が期限切れに

なった場合に委任されたプレフィックスの使用を終了する必要があります。
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図 5 :エンドユーザーネットワークのモデルトポロジ

DNS更新
DHCPは IPアドレスの配布の負担から解放されますが、DHCPクライアントの名前とアドレス
を使用して DNSサーバーを更新する必要があります。DNS更新は、名前とアドレスを最新の
状態に保つタスクを自動化します。Cisco Prime Networkレジストラー DNSアップデート機能
を使用すると、名前とアドレスの関連付けが発生または変更されたときに、DHCPサーバーは
対応する DNSサーバーに伝えることができます。クライアントがリースを取得すると、Cisco
Prime Networkレジストラーは DNSサーバーにホストデータを追加するように指示します。
リースの期限が切れた場合、またはホストがリースを終了すると、Cisco Prime Networkレジス
トラーは DNSサーバーにアソシエーションを削除するように指示します。

通常の動作では、DHCPを介してクライアントのアドレスが変更される頻度に関係なく、DNS
を手動で再構成する必要はありません。Ciscoプライムネットワークレジストラーは、クライ
アントデバイスが提供するホスト名を使用します。また、Cisco Prime Networkレジストラー
で、クライアントを提供しないクライアントの名前を合成したり、クライアントルックアップ

機能を使用してクライアントに事前設定されたホスト名を使用したりすることもできます。

DHCPv4および DHCPv6 DNS更新のユースケースが異なるために、ホスト名の更新を処理す
るためにサーバーの設計が異なりました。したがって、ホスト名の DHCPv4および DHCPv6
DNS更新の動作の違いが予想されます。

関連項目

DNSへのリース取得の影響（10ページ）

リースのリリースによる DNSへの影響（10ページ）

リース再獲得の DNSへの影響（10ページ）

ダイナミックホストコンフィギュレーションの概要
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DNSへのリース取得の影響
ExampleCoの場合、管理者は DHCPサーバーにスコープを作成し、100のリースを割り当てま
す (192.168.1.100から 192.168.1.199)。各デバイスは、その所有者名を取得します。また、管理
者は、DNS更新を使用するように DHCPサーバーを構成し、それに対応する構成済み DNS
サーバーに関連付けます。管理者は、DNSサーバーデータベースに名前を入力する必要はあ
りません。

月曜日の朝、ベス（bethpcのユーザー）は、アドレスなしでウェブサイトにログインしようと
します。ホストが起動すると、アドレス要求をブロードキャストします(下の画像を参照)。

図 6 :企業の DNS更新

DHCPサーバーは次のようになります。

1. 次に使用可能な(未割り当て)IPアドレス(192.168.1.125)を bethpcに与えます。
2. ホスト名とアドレス (bethpc 192.168.1.125)で DNSサーバーを更新します。

ベスはウェブサイトにアクセスできるようになりました。さらに、Bethのコンピュータ名を自
分の IPアドレスに変換する必要があるプログラム、または逆の方法で DNSサーバーにクエリ
を実行することもできます。

リース再獲得の DNSへの影響
ベスは再び彼女のホストを起動するために彼女の旅行から戻ったとき:

1. 彼女の PCは IPアドレスをブロードキャストします。
2. DHCPサーバーは、ホストが正しいネットワーク上にあるかどうかを確認します。その場
合、サーバーはアドレスを発行します。正しくない場合は、正しいネットワーク上のサー

バーがアドレスを発行します。

3. DHCPサーバーは、ホストとアドレスのデータを使用して DNSサーバーを再度更新しま
す。

リースのリリースによる DNSへの影響
その日の後半,ベスは町を出て行く必要があることを知りました。彼女は、3日後に期限切れに
なるリースアドレスをまだ持っているホストをオフにします。リースが解放されると、DHCP
サーバーは次の処理を行います。

ダイナミックホストコンフィギュレーションの概要
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1. IPアドレスが他のユーザーに対して利用可能になったことを確認します(下の図を参照)。
2. ホスト名とアドレスを削除して DNSサーバーを更新します。DNSサーバーは、bethpcま
たはそのアドレスに関するデータを保存しなくなりました。

図 7 :リースの放棄

DHCPフェールオーバー
Cisco Prime Networkレジストラーフェールオーバープロトコルは、何らかの理由でメインサー
バーがオフラインになった場合に、バックアップDHCPサーバーが引き継がれるように設計さ
れています。8.2より前のバージョンでは、このプロトコルはUDPベースで、IPv4経由でのみ
動作し、DHCPv4のみをサポートしていました。8.2以降、このプロトコルは TCPベースで、
IPv4または IPv6のいずれかを使用するように構成でき、単一の接続で DHCPv4と DHCPv6の
両方をサポートします。DHCPサーバーは、両方を使用するように構成されている場合、IPv4
と IPv6の両方のトランスポートを試行し、最初に起動した接続を使用します。既存の DHCP
クライアントは、どのサーバーが要求に応答するかを知らなくても、リースを維持および更新

できます。

フェールオーバーペアは、Cisco Prime Networkレジストラーのローカルクラスタとリージョ
ンクラスタで作成および同期できます。詳細については、DHCPフェールオーバーの管理を
参照してください。

フェールオーバーによるアドレスの割り当て

ネットワークパーティションが相互に通信できるが、相互通信できないネットワークパーティ

ションにもかかわらず、フェールオーバーペアを動作させるには、単一サーバーの実行に必要

なアドレスよりも多くのアドレスを使用できるようにする必要があります。メインサーバーを

構成して、各スコープまたはプレフィックス委任アドレスプールで現在使用可能な (割り当て
られていない)アドレスの割合をパートナーに割り当てます。これらのアドレスは、メイン
サーバーで使用できなくなります。パートナーは、メインサーバーとの間で話ができないとき

に、メインサーバーがダウンしているかどうかを知らない場合に、これらのファイルを使用し

ます。ただし、フェールオーバーパートナーが通信中に、定期的にこれらのプールのバランス

を調整します。

ダイナミックホストコンフィギュレーションの概要
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バックアップサーバーは、メインサーバーがダウンしているかどうかをバックアップが認識

しない期間に到着したすべての新しいDHCPクライアントの要求を満たすのに、各スコープま
たはプレフィックスから十分なアドレスを必要とします。フェールオーバーペアの既定のバッ

クアップの割合は 50%です。これにより、フェールオーバー中に他のパートナーのアドレス
数が同じになります。

PARTNER-DOWN状態の間でも、バックアップサーバーはリースの有効期限とクライアント
の最大リードタイム(MCLT)、小さな追加のタイムバッファを待ってから、リースを再割り当
てします。これらの時間が経過すると、バックアップサーバーは次の機能を提供します。

•アドレスのプライベートプールからのリース。
•アドレスのメインサーバープールからのリース。
•新しいクライアントへのリースの期限が切れています。

稼働時間内に、管理スタッフが COMMUNICATIONS INTERRUPTED状態に 2時間以内に応答
してメイン・サーバーが稼働しているかどうかを判別できる場合、バックアップ・サーバー

は、新規DHCPの数に対して妥当な上限をサポートするのに十分なアドレスを必要とします。
この 2時間の間に到着する可能性のあるクライアント。

営業時間外に、管理スタッフが同じ状況に 12時間以内に応答でき、DHCPクライアントから
以前に知られていなかった到着率も少ないと考えると、バックアップサーバーは妥当な上位を

サポートするのに十分なアドレスを必要とします。この 12時間の間に到着する可能性のある
DHCPクライアントの数に制限されます。

したがって、バックアップサーバーが単独で制御するアドレスの数は、ピーク時およびピーク

時以外に指定されたアドレスの数のうち、それぞれで現在利用可能な(未割り当て)アドレスの
割合で表されるアドレスの数です。スコープまたはプレフィックス。

DHCPフェールオーバーペアの既定の使用セーフ期間が有効になり、既定のセーフ期間は4時
間です。これにより、フェイルオーバー・パートナーが 4時間の
COMMUNICATIONS-INTERRUPTED状態の場合、安全期間が経過した後に自動的に
PARTNER-DOWN状態になります。

（注）

クライアントクラス
Cisco Prime Networkレジストラークライアントおよびクライアントクラスの機能を使用して、
共通のネットワークに接続されているユーザーに差別化されたサービスを提供できます。管理

基準に基づいてユーザー・コミュニティをグループ化し、各ユーザーが適切なサービス・クラ

スを受け取れるようにすることができます。

Cisco Prime Networkレジストラークライアントクラス機能を使用して、設定パラメータを制御
できますが、最も一般的な用途は次のとおりです。

• Lease periods：一連のクライアントがアドレスを保持する期間。
• IP address ranges：クライアントアドレスを割り当てるリースプールの元。

ダイナミックホストコンフィギュレーションの概要
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• DNS server addresses：クライアントが DNSクエリを送信する場所。
• DNS hostnames：クライアントを割り当てる名前。
• Denial of service：許可されていないクライアントにリースを提供するかどうか。

クライアントクラスの機能を使用する 1つの方法は、訪問者がネットワークの一部 (すべてで
はない)にアクセスできるようにすることです。たとえば、ExampleCoの訪問者である Joeが
ラップトップをexample.comネットワークに接続しようとすると、Cisco Prime Networkレジス
トラーはラップトップを外部として認識します。ExampleCoは、ネットワーク全体へのアクセ
ス権を持つクライアントの1つのクラスを作成し、サブネットへのアクセス権を持つ別の訪問
者クラスを作成します。Joeが標準訪問者アクセス以上のものを必要とする場合は、ラップトッ
プをCisco Prime Networkレジストラーシステム管理者に登録し、適切なサービスを使用して別
のクラスに追加できます。

次のセクションでは、DHCPが通常アドレス割り当てを処理する方法、およびクライアントク
ラス機能を有効にして DHCPがアドレス割り当てを処理する方法について説明します。

関連項目

クライアントクラスなしの DHCP処理（13ページ）

クライアントクラスがある DHCP処理（14ページ）

クライアントクラスへのスコープの定義（15ページ）

ネットワークとスコープの選択（16ページ）

クライアントクラスなしの DHCP処理
クライアントクラスの処理を適用する方法を理解するには、DHCPサーバーがクライアント要
求を処理する方法を理解しておくと役立ちます。サーバーは、次の3つのタスクを実行できま
す。

• IPアドレスを割り当てます。
•適切な DHCPオプション(構成パラメータ)を割り当てます。
•必要に応じて完全修飾ドメイン名 (FQDN)を割り当て、その名前で DNSサーバーを更新
します。

以下は、その DHCPサーバーによる追加処理です。

1. 定義されたスコープからクライアントにアドレスを割り当てる:クライアントのアドレス
を選択するには、DHCPサーバーが要求パケットの内容に基づいてクライアントサブネッ
トを決定し、そのサブネットに適したスコープを見つけます。

1つのサブネットまたは複数のネットワークセグメント (マルチネット化)に複数のスコー
プがある場合、DHCPサーバーはラウンドロビン方式でこれらのスコープの中から選択す
るか、DHCPサーバーのアドレス割り当て優先順位機能を使用してスコープの選択の優先
順位割り当て優先順位を使用した複数スコープの設定を変更できます (を参照してくださ
い)。サーバーは、スコープを選択した後、そのスコープから使用可能な (割り当てられて
いない)アドレスを選択します。

ダイナミックホストコンフィギュレーションの概要
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1. 定義されたポリシーから DHCPオプション値を割り当てます。Ciscoプライムネット
ワークレジストラーでは、オプションをグループ化するポリシーを使用します。ポリ

シーには、スコープ固有とシステムの既定の 2種類があります。クライアントが要求
する DHCPオプションごとに、DHCPサーバーは定義された順序で値を検索します。

2. スコープ固有のポリシーにオプションが含まれている場合、サーバーはその値をクラ
イアントに返し、検索を停止します。

3. 見つからない場合、サーバーはシステムのデフォルト・ポリシーを調べ、その値を戻
し、検索を停止します。

4. どちらのポリシーにもこのオプションが含まれている場合、サーバーはクライアント
に値を返さないので、エラーをログに記録します。

5. サーバーは、要求されたオプションごとにこのプロセスを繰り返します。

2. DNS更新が有効な場合、サーバーはクライアントに FQDNを割り当てます。DNSアップ
デートを有効にした場合、Cisco Prime Networkレジストラーは DNSホストテーブルにク
ライアント名とアドレスを入力します。DNS更新（9ページ）を参照してください。ク
ライアント名は次のことができます。

•クライアントリース要求で指定された名前 (既定値)。
•そのMACアドレス (ハードウェアアドレス、たとえば、00:d0:ba:d3:bd:3b)。
•デフォルトのプレフィックスdhcpまたは指定したプレフィックスを使用する一意の名
前。

クライアントクラスがある DHCP処理
DHCPサーバーのクライアントクラス機能を有効にすると、要求処理は IPクライアントクラ
スなしの DHCP処理（13ページ）アドレス、オプション、およびドメイン名を割り当てるの
と同じ3つのタスクを実行しますが、機能が追加されます。以下は、そのDHCPサーバーによ
る追加処理です。

1. Considers the client properties and client-class inclusion before assigning an address：通常のDHCP
処理と同様に、DHCPサーバーはクライアントサブネットを決定します。次に、サーバー
は、クライアントクラスが定義されているか、またはこのクライアントのMACアドレス
がデータベースに存在するか確認します。次の場合：

1. クライアントクラスの検索 ID式によって定義されたクライアントクラスは、このク
ライアントクラスのメンバーになります。

2. MACアドレスなし、デフォルトのクライアントを使用します。たとえば、既定のクラ
イアントではクライアントクラス名をGuestに設定し、クライアントクラスは、クラ
イアントが許可されるネットワーク操作を制限できます（オプションとアドレスの選

択を使用）。

3. MACアドレスがなく、デフォルトのクライアントも、サーバーは通常の DHCP処理
を通じてクライアントを処理します。

4. クライアント指定子はありませんが、MACアドレスは、MACアドレスはクライアン
ト指定子に変換されます。既定のクライアントが定義されている場合、不明なクライ

アントが既定のクライアントにマップされます。

ダイナミックホストコンフィギュレーションの概要
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スコープには、クライアントからアクセス可能なサブネット上のアドレスが必要です。つ

まり、クライアントクラスに関連付ける選択タグが必要です。同じクライアントを異なる

アドレスプールに割り当てるには、別々のスコープを使用する必要があります。

たとえば、スコープにはEmployeeまたはGuestの選択タグが付いていますが、両方は使用
できません。この場合、各サブネットには 2つのスコープがあります。1つは選択タグ
Employee、もう1つはゲストです。各スコープには、ユーザーグループに適切なアクセス
権を提供する、関連付けられたポリシーとアドレス範囲が異なります。

2. Checks for :通常client-classの DHCP処理では、サーバーはスコープ固有の DHCPオプショ
ンとシステムデフォルトの DHCPオプションをチェックします。 DHCP options クライア
ントクラスでは、まずクライアント固有のオプションとクライアントクラス固有のオプ

ションもチェックします。

3. Provides additional -FQDNクライアントが要求するホスト名を使用する通常の名前割り当て
プロセスを超えて、サーバーは次のことができます。 assignment options

•それをオーバーライドする明示的なホスト名を指定します。
•クライアントが要求したホスト名を削除し、置き換えないようにします。
•クライアントのMACアドレスからホスト名を合成します。

クライアントクラスへのスコープの定義

クライアントクラスを使用する動機付けの要因は、1つまたは別のアドレスプールからクライ
アントにアドレスを提供することです。もう 1つの動機として、クライアントに異なるオプ
ション値またはリース時間を提供することが考えられます。クライアントに別のプールからア

ドレスを提供するには、複数のスコープを定義する必要があります。

サブネット上で複数のスコープを取得するには、同じネットワークセグメントから取得する必

要があります。ネットワークは、Cisco Primeネットワークレジストラーでは直接設定されませ
んが、スコープ設定から推測されます。スコープが関連付けられるようになる (最終的には同
じネットワークに入る):

• Implicitly- 2つのスコープのネットワーク番号とサブネットマスクが同じ。これらのスコー
プは、明示的な構成なしで同じネットワーク上で自然に終了します。

• Explicitly- 1つのスコープは、別のスコープに対するセカンダリとしてマークされます。こ
れは、セカンダリとしてマークされたスコープに、プライマリとは無関係のネットワーク

とサブネットマスクがある場合に必要です。たとえば、通常のルーティング可能なネット

ワークセグメントに10.0.0.0ネットワークアドレスのセットを配置する場合が考えられま
す。

Cisco Prime NetworkレジストラーDHCPサーバーがデータベースからスコープ設定を読み取る
と、すべてのスコープがネットワークに配置され、この情報がログに記録されます。同じネッ

トワーク番号とサブネットマスクを持つスコープは同じネットワークに終わり、セカンダリ

スコープはプライマリスコープネットワークに終わります。

ダイナミックホストコンフィギュレーションの概要
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ネットワークとスコープの選択

DHCPパケットが到着すると、サーバーは、受信元のアドレスを決定します。

• DHCPv4パケットが到着すると、サーバーはゲートウェイアドレス (giaddr)を決定します
(もしあれば、BOOTPリレーを介して送信されたパケットの場合)。

• DHCPv6の詳細については、リンクとプレフィックスの決定を参照してください。
• DHCPクライアントが DHCPサーバーも直接接続されているネットワークセグメント上
にある場合、ブロードキャストパケットが到着したインターフェイスのインターフェイス

アドレス。

いずれの場合も、DHCPサーバーはゲートウェイまたはインターフェイスアドレスからネット
ワークを決定します。次に、ネットワークに複数のスコープがある場合、サーバーはDHCPク
ライアントにアドレスを割り当てるスコープを決定します。常に、このタイプのクライアント

にアドレスを割り当てることができるスコープを探します。たとえば、DHCPクライアントに
は DHCPをサポートするスコープが必要で、BOOTPクライアントは BOOTPをサポートする
スコープを必要とします。クライアントがDHCPクライアントであり、DHCPをサポートする
スコープが複数あり、それぞれが使用可能な (割り当てられていない)アドレスを持つ場合、
DHCPサーバーは、それらのスコープのいずれかから IPアドレスをラウンドロビン方式で、
または割り当て優先順位によって割り当てます。

選択タグとクライアントクラスを使用すると、次の IPアドレスを割り当てるようにDHCPサー
バーを構成できます。

•ネットワーク上の 1つ以上のスコープを 1つのクラスのクライアントに対して行います。
•異なるクラスのクライアントに対するスコープの異なるセット。

後者の場合、ゲートウェイまたはインターフェイスアドレスによってネットワークが決まりま

す。クライアントクラス機能は、選択タグのメカニズムを通じて、使用するネットワーク上の

スコープを決定します。
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